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場の力を感じる街HUBパントリー

怒涛のような毎日を過ごすシングルファミリー

がほっとする一瞬を過ごす日。

街HUBへ一歩踏み込むとそこに流れる不思議

な空間からとてもゆったりした気持ちになるの

だろうと、お参りをされる後ろ姿を見て毎回感

じる暖かい時間。

なんだかとても守られているような、そんな気

持ちになる人も多いかと思います。

皆さんと届けられるのは、

物資だけではなく時間であると考えます。

コロナは相変わらず人々を不安にし、休園休校

による子供たちの突然のスケジュールと仕事の

バランスは益々取れなくなり、シングル家庭の

経済状態は悪化しているのが現状です。

繋がりを生み出すためのきっかけを街HUBの

皆さんと一緒に作っていけるよう、更なるコン

テンツを増やし、皆さんとシェアしていきたい

と考えています。

街HUB 500箇所への挑戦。今年も進めていき

たいと思います！

この街が大好き

子ども達にとって

あったかい場所でありたい

そんな応援のHUB作り

街HUB activity report
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街HUB
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街HUBは全国で32カ所と
なりました！
応援への参加の輪を広げ
できることの何かから支
援の形を生み出したい。
是非お仲間へのお声がけ
を引き続きよろしくお願
いいたします。

場所と予定に合わせて受け取る事ができる
地域連携によるランドセルのお渡しをさせ
ていただきました。
仕事に子供と毎日多忙な日々の中受け渡し
のスケジュールを複数提示する事ができる
のはシングルさんにとってありがたい環境
です。今回はそんなケースをトライアルさ
せていただく機会としてもご協力いただき
ました。日頃から連携している行政の窓口
とお繋ぎいただき、ハートフルファミリー
の活動を知っていただく機会にもなりまし
た。

愛知県あま市にて「２箇所の街
HUB」「握手マーク団体」「行
政」の連携にてランドセルのお届
けを行いました。

地域の応援団体が率先して街HUB
パントリーを開催。

今回の街HUBパントリー開催協力
愛知県あま市
実成寺/妙勝寺/地域食堂ふらっと
あま市子育て支援課

東京都墨田区
龍興院/ごろ寝の国/母子生活施設ベタニア

各地で街HUBパントリーが開催されていく
事ができるように、現場の運営を担える連
携強化も必須だと考えております。東京都
墨田区で開催された街HUBパントリーで
は、握手マーク提携団体との準備期間を経
て、当日を迎えました。
準備に関わる人が多くなる事で負荷は分散
し、継続的な活動となれるよう沢山のケー
ススタディを積み上げたいと考えていま
す。
子どもたちが境内でお手伝いをする姿も寺
院ならではの環境ですね。感謝です。
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トイレを備える。街HUB。
地域の方への安心を備える取り組みは、地域のシングルさんへの

安心へ繋がる取り組みにもなると考えます。
〜私の街に街HUBがあってよかった . . . .そんな取り組みの一つへ〜

この豊かな国日本で様々な事情でひ

とり親家庭になりその中でも今支援

を必要とされる方々が大勢いらっし

ゃいます。日々の生活もコロナによ

りさらに困窮し、それが持続。

そんな中、大雨や地震の災害のニュ

ースを聞く度に我が身に災害が降り

かかった時、我が子を守ることに対

する心細さは計り知れません。

ですが明日の食料を整えることが優

先である中、災害用の備蓄がどんな

に大切であっても用意できることが

難しいのが現状であります。避難生活

を余儀なくされた時のトイレの大切

さ、本当に痛感しました。

地域の方への防災の取り組みの一つと

して、地域のシングルさんがいざとい

う時、街HUBへ頼りにいける事が生ま
れることへの一つの機会として、避難

トイレをご希望される街HUB寺院教会
へお届けさせていただきます。

そしてサスティナブルな活動へ向かえ

るよう新しい取り組みとして避難トイ

レを多くの地域へ広げていきたいと考

えています。

これに伴い、避難トイレ「ラップポ

ン」製造メーカーである株式会社日本

セーフティと一般社団法人助けあいジ

ャパンとの協働にて、防災についての

知識や取り組みを深めるための情報提

供、学びの機会などを創出していきま

す。
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